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用
券
」
を
貯
金
者
に
進
呈
す

る
。
準
組
合
員
や
地
域
住
民

ら
と
共
に
、
地
域
一
体
で
秦

野
の
農
業
を
応
援
し
て
い

く
。同

定
期
は
、
契
約
期
間
１

年
の
ス
ー
パ
ー
定
期
貯
金
。

１
口

万
円
以
上
の
新
規
契

約
で
自
動
継
続
が
条
件
。
取

扱
期
間
は
２
０
１
９
年
２
月


日
ま
で
。
貯
金
額
の
０
・


％
を
地
域
農
業
振
興
費
に

充
当
し
、
観
光
農
業
の
活
性

化
や
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低

減
な
ど
の
農
業
振
興
策
を
一

層
充
実
さ
せ
る
。

利
用
券
は
、
貯
金
額

万

円
ご
と
に
５
０
０
円
分
を
進

呈
し
、
１
０
０
０
円
分
が
上

限
。
管
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
や
農

家
の
農
産
物

直
売
所
９
カ

所
で
使
用
で

き
る
。

「
鶴
巻
ふ

れ
あ
い
マ
ル

シ
ェ
」
の
久

保
寺
孝
一
会

長
は
「
Ｊ
Ａ

が
積
極
的
に

農
業
を
応
援

し
て
く
れ
る

の
は
あ
り
が

た
い
。
マ
ル

シ
ェ
の
売
り

上
げ
増
加
に

つ

な

が

れ

ば
」
と
期
待

を
込
め
る
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
自
己
改
革

の
一
環
で
、
３
月
１
日
か
ら

新
た
に
農
業
応
援
定
期
貯
金

の
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
。

貯
金
総
額
に
応
じ
て
Ｊ
Ａ
の

「
地
域
農
業
振
興
費
」
を
拡

充
し
、
農
家
の
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
。
さ
ら
に
、
管
内

の
農
産
物
直
売
所
で
使
用
で

き
る
専
用
の
「
く
み
あ
い
利

ん
ず
な
ど
で
販
売
し
、
徐
々

に
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て

い
た
が
、
認
知
度
の
向
上
が

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

穐
山
さ
ん
は
「
商
業
面
か

ら
も
農
業
を
応
援
し
、
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
力
を

込
め
る
。
「
葉
ニ
ン
ニ
ク
餃

子
」
は
、
じ
ば
さ
ん
ず
や
特

産
セ
ン
タ
ー
秦
野
・
渋
沢
の

両
店
で
販
売
し
て
い
る
。

試
作
を
重
ね
て
完
成
さ
せ

た
。葉

ニ
ン
ニ
ク
は
、
鳥
獣
被

害
低
減
作
物
と
し
て
３
年
ほ

ど
前
に
両
地
区
で
導
入
し
、

現
在
２
戸
の
農
家
が
合
計
約

５
㌃
の
展
示
圃
（
ほ
）
で
試

験
栽
培
し
て
い
る
。
じ
ば
さ

い
の
も
特
徴
だ
。

き
っ
か
け
は
、
同
店
を
営

む
穐
山
孝
彦
さ
ん
が
上
支
所

を
訪
れ
た
際
に
、
同
地
区
で

栽
培
し
て
い
る
葉
ニ
ン
ニ
ク

の
話
を
聞
い
た
こ
と
。
穐
山

さ
ん
は
早
速
、
生
産
者
の
諸

星
一
雄
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
、

ぎ
ょ
う
ざ
に
は
、
葉
ニ
ン

ニ
ク
の
他
に
地
場
産
の
豚
肉

な
ど
を
使
用
。
そ
れ
ぞ
れ
の

う
ま
味
が
マ
ッ
チ
し
た
ま
ろ

や
か
な
味
わ
い
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。
一
般
的
な
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
た
ぎ
ょ
う
ざ
と
比

べ
る
と
、
匂
い
が
残
り
に
く

光
彦
部
長
が
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
新
潟
の
協
同
活
動
の
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
講
演
。
Ｊ
Ａ

の
協
同
活
動
の
重
要
性
を
説

い
た
他
、
協
同
組
合
原
則
や

改
正
農
協
法
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
新
潟
中
央

会
協
同
活
動
推
進
部
の
山
谷

域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

談
会
へ
の
出
席
を
組
合
員
に

呼
び
掛
け
た
こ
と
な
ど
、
地

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
５
日
、
本

所
で
生
産
組
合
役
員
・
支
所

運
営
委
員
合
同
研
修
会
を
開

い
た
。
組
合
員
の
協
同
組
合

活
動
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
Ｊ
Ａ
の
組
織
運
営
を

一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
狙

い
。
各
地
区
の
生
産
組
合
長

や
内
部
役
員
、
支
所
運
営
委

員
１
８
５
人
が
出
席
し
た
。

生
産
組
合
活
動
の
事
例
発

表
と
し
て
、
戸
川
西
生
産
組

合
の
山
田
文
夫
生
産
組
合
長

が
「
進
め
て
き
た
〝
活
性
化

へ
の
道
〟
」
を
テ
ー
マ
に
登

壇
。
Ｊ
Ａ
の
助
成
制
度
を
活

用
し
た
「
健
康
教
室
」
な
ど

の
開
催
や
、
独
自
の
ち
ら
し

を
作
成
し
て
Ｊ
Ａ
が
開
く
座

表
者
に
修
了
認
定
証
を
授

与
。
市
農
業
委
員
会
の
鳥
海

久
元
会
長
ら
も
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

新
規
就
農
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
大
山
裕
貴
さ
ん
は
「
農

家
の
方
々
に
熱
心
に
教
え
て

も
ら
い
、
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
農

業
に
励
み
、
消
費
者
に
安
全

・
安
心
な
農
産
物
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

①
新
た
に
農
業
参
入
を
目
指

す
「
新
規
就
農
コ
ー
ス
」
②

農
業
の
基
本
を
学
ぶ
「
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
」
③
農
産

加
工
品
の
製
造
・
販
売
を
学

ぶ
「
農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ

ー
ス
」


の
３
コ
ー
ス
で

構
成
す
る
。

式
で
は
、
副
塾
長
を
務
め

る
山
口
政
雄
組
合
長
が
、
代

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
３
日
、
本
所
で
２

０
１
７
年
度
「
は
だ
の
市
民

農
業
塾
」
の
閉
講
式
を
開
い

た
。
受
講
生

人
が
修
了

し
、
農
の
担
い
手
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

同
塾
は
「
農
」
の
担
い
手

育
成
事
業
と
し
て
２
０
０
６

年
に
ス
タ
ー
ト
。
目
的
別
に

の
刈
り
方
や

鳥
獣
被
害
対

策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を

受
け
た
。
そ

の
他
、
施
肥

方
法
や
販
路

な
ど
の
情
報

を

共

有

し

た
。宮

村
真
樹

会
長
は
「
会

員
の
作
業
内

容
や
栽
培
技

術
を
知
る
こ

と
は
良
い
勉

強

に

な

る

し
、
会
員
同
士
の
交
流
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

所
。
菩
提
の
茶
農
家
・
山
口

尚
輝
さ
ん
の
茶
園
で
は
、
茶

秦
野
市
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
「
秦
友
会
」
は

日
、
北

・
西
地
区
の
会
員
の
圃
場

（
ほ
じ
ょ
う
）
を
巡
回
視
察

し
た
。
栽
培
技
術
の
向
上
と

相
互
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

会
員
８
人
が
参
加
し
た
。

巡
回
し
た
の
は
、
ト
マ

ト
、
茶
、
イ
チ
ゴ
、
露
地
野

菜
を
栽
培
す
る
圃
場
４
カ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
管
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）
を
導
入

し
、
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
す
る
動
き

が
高
ま
っ
て
い
る
。

良
い
農
業
の
や
り
方
＝
Ｇ
Ａ
Ｐ

人
形
な
ど
も
人
気
を
呼
ん

で
い
る
。

Ｊ
Ａ
の
青
年
部
で
は
、

観
光
農
業
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に
就

任
し
、
積
極
的
に
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
自
身
も
昨
年
か
ら
落

花
生
の
掘
り
取
り
体
験
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く

の
観
光
客
に
秦
野
の
農
業

の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

杉
本
さ
ん
は
「
今
後
は

掘
り
取
り
体
験
に
も
っ
と

力
を
入
れ
て
い
く
。
体
験

を
通
じ
て
若
い
人
に
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、
農
家
の
仲
間
が
増
え

る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

ん
さ
）
や
畑
の
雑
草
な
ど

を
餌
と
し
て
与
え
て
い

る
。
こ
う
し
て
栽
培
し
た

安
全
・
安
心
な
有
機
野
菜

は
、
市
内
の
保
育
園
や
飲

食
店
、
介
護
施
設
な
ど
か

ら
好
評
。
さ
ら
に
、
羊
毛

か
ら
製
作
す
る
編
み
物
や

な
ど
年
間
約

品
目
を
栽

培
す
る
。
杉
本
さ
ん
の
農

業
の
特
徴
は
、
飼
育
す
る

６
頭
の
羊
を
活
用
し
た
循

環
型
農
業
だ
。

ふ
ん
を
利
用
し
た
自
家

製
堆
肥
で
野
菜
を
作
り
、

羊
に
は
野
菜
の
残
渣
（
ざ

塾
」
に
入
塾
し
た
。
現
在

は
、
塾
で
学
ん
だ
農
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
野

菜
作
り
に
汗
を
流
し
て
い

る
。現

在
、

㌃
の
圃
場

（
ほ
じ
ょ
う
）
で
落
花
生

や
ニ
ン
ジ
ン
、
サ
ト
イ
モ

露
地
野
菜
を
栽
培
す
る

千
村
の
杉
本
学
さ
ん
。
も

と
も
と
東
京
都
板
橋
区
出

身
で
、
大
学
を
卒
業
後
は

高
校
の
非
常
勤
講
師
や
音

楽
関
係
の
仕
事
に
励
ん
で

い
た
。
そ
の
後
、
結
婚
を

機
に
秦
野
市
に
移
住
。
農

業
に
関
心
が
高
か
っ
た
妻

の
美
佳
子
さ
ん
の
影
響
を

受
け
、
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組

む
「
は
だ
の
市
民
農
業

千村の

杉本
す ぎ も と

学
ま な ぶ

さん()



羊
活
用
し
循
環
型
農
業
に
挑
戦

曽屋の点心専門店「菖蒲庵」は、地場産の葉ニン

ニクを活用した「葉にんにく餃子（ぎょうざ）」を

新たに開発した。連携する西・上地区の農家が栽培

した葉ニンニクのおいしさを、たっぷりと詰め込ん

だ一品だ。

鉢
ず
つ
確
認
し
て
肥
料
の
種
類
や
量

を
調
整
す
る
な
ど
栽
培
管
理
を
工

夫
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
花
に
仕
上

げ
る
こ
と
が
入
賞
の
秘
訣
（
ひ
け

つ
）
だ
。

高
橋
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
品
質

の
高
い
花
を
作
り
続
け
て
い
く
」
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

気
候
に
応
じ
て
播
種
（
は
し
ゅ
）

時
期
を
変
え
る
他
、
葉
色
を
毎
日
一

春
の
花
と
呼
ば
れ
、
こ
の
時
期
に

人
気
が
高
い
プ
リ
ム
ラ
・
ポ
リ
ア
ン

サ
。
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
大
秦
町

の
花
き
農
家
・
高
橋
洋
平
さ
ん
だ
。

高
い
栽
培
技
術
か
ら
、
日
本
最
大
規

模
の
花
の
祭
典
「
関
東
東
海
花
の
展

覧
会
」
で
は
、
就
農
し
た
翌
年
か
ら


年
間
連
続
で
入
賞
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー

ル
を
利
用
し
た
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

月
２
回
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

と
、
営
農
・
じ
ば
さ
ん
ず
・

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て

い

ま

す
。
上
記

の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読

み
取
り
、
簡
単
な
手
続
き
を

進
め
る
だ
け
で
登
録
で
き
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４

メ
ー
ル
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
登
録
を

組
織
運
営
の
充
実
を

生
産
組
合
役
員

支
所
運
営
委
員

合
同
で
研
修
会 本所の花壇を

見ていたら、Ｊ

Ａはだの青年部

って看板があっ

たんだけど、青年部って

何？やえのちゃん、教え

て！

青年部は、若

い農家さんたち

が集まったグル

ープよ。ＪＡは

だのには43人の部員さん

がいて、秦野の農業の魅

力を伝える活動をしてい

るの。

「花いっぱい運動」で

は、本所前の花壇に部員

さんの育てたお花を植え

たり、市内のいろいろな

所にお花を植えたプラン

ターを配布したりしてい

るわ。毎月第一土曜日に

は、はだのじばさんずで

対面販売イベント「ユー

スマルシェ」も開いてい

るの。部員さんが育てた

農産物を直接お話ししな

がら買えるから、人気を

集めているのよ。他に

も、農業を体験できるイ

ベントも開いているの。

秦野の農業を

若い力で支えて

いるんだね。教

えてくれてあり

がとう、やえのちゃん。

秦
野
の
農
業
支
え
る
青
年
部

おいしさたっぷり詰め込み

葉ニンニク入り餃子登場
地
域
活
性
化
へ
農
商
が
連
携

若
手
農
家
が
圃
場
巡
回

農
業
学

び
交
流

地場産の豚肉も使用

市
民
農
業
塾
が
閉
講
式

担
い
手

人
が
巣
立
つ

諸星さん㊨らの葉ニンニクを穐山さんが餃子にした

山
口
組
合
長
か
ら
修
了
認
定
証
を
受
け
取
る
大
山
さ
ん

山口さん㊨から茶の栽培管理について説明を受ける会員

高
橋
さ
ん
の
温
室
に
並
ぶ
鮮
や
か
な
プ
リ
ム
ラ
・
ポ
リ
ア
ン
サ

今月の特集
４～５面

高
品
質
な
鉢
花
で
春
を
彩
る 貯金で農業を応援しよう！

直売所で使える利用券進呈
３月１日から取り扱い開始

地域活性化に向けた取り組みを紹介する山田生産組合長

く
み
あ
い
利
用
券
が
使
用
で
き
る
農
家
の
直
売

所
（
鶴
巻
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
）

(://-/)（） 年(平成30年)月日(月曜日) 年(平成30年)月日(月曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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儰
儰
儰
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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

事
を
紹
介
し
た
。
児
童
は
乳

搾
り
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
体

験
し
た
他
、
牛
の
生
態
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

児
童
は
「
１
日
に
ど
の
く

ら
い
の
牛
乳
を
搾
っ
て
い
る

の
」
「
餌
は
何
を
あ
げ
て
い

る
の
」
な
ど
積
極
的
に
質

問
。
上
大
槻
で
酪
農
を
営
む

田
中
一
美
さ
ん
は
「
牛
の
ぬ

く
も
り
や
体
温
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
い
、
命
や
食
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

つ
い
て
学
ぶ
授
業
が
１
月


日
、
市
立
北
小
学
校
で
開
校

し
た
。
「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ

ー
ス
ク
ー
ル
」
と
銘
打
ち
、

神
奈
川
県
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
が
主
催
す
る
出
前
授

業
。
全
校
児
童
が
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
通
し
て
、
酪
農
へ

の
理
解
を
深
め
た
。

同
ス
ク
ー
ル
で
は
、
県
内

の
酪
農
家
が
先
生
役
。
乳
牛

や
子
牛
な
ど
５
頭
を
連
れ
て

来
校
し
、
校
庭
や
体
育
館
な

ど
全
校
を
使
っ
て
牧
場
の
仕

子
ど
も
た
ち
が
牛
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
、
命
や
食
に

秦
野
産
の
農
産
物
を
手
渡

し
、
親
交
を
深
め
た
。

添
え
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
中
に

は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
農
家
が

ラ
ス
や
舞
踊
、
ダ
ン
ス
を
披

露
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
花
を

す
る
感
謝
を
込
め
て
開
い
て

い
る
も
の
で
、
昼
と
夜
の
２

回
公
演
に
多
く
の
組
合
員
ら

が
来
場
し
た
。

島
津
さ
ん
は
「
愛
染
か
つ

ら
を
も
う
一
度
」
や
「
帰
ら

ん
ち
ゃ
よ
か
」
な
ど
の
名
曲

を
熱
唱
。
変
幻
自
在
の
艶
声

で
、
詰
め
掛
け
た
組
合
員
ら

を
魅
了
し
た
。

開
演
前
に
は
、
女
性
部
目

的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
が
コ
ー

・
共
済
観
劇
招
待
会
「
島
津

亜
矢
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
い

た
。
日
頃
の
Ｊ
Ａ
利
用
に
対

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
１
月


日
、
秦
野
市
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
で
２
０
１
７
年
度
貯
金

▽
南
地
区
＝
小
宮
カ
ズ
子

（
平
沢
）


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
小
林
満
夫

（
北
矢
名
）
仲
川
曻
（
鶴
巻

南
）
末
廣
正
（
鶴
巻
南
）

▽
本
町
地
区
＝
露
木
芳
雄

（
曽
屋
）

▽
東
地
区
＝
横
溝
一
（
落

合
）
小
早
川
秀
雄
（
東
田

原
）▽

南
地
区
＝
三
杉
玉
恵

（
今
泉
）
竹
内
一
江
（
南
が

丘
）
尾
上
タ
ツ
エ
（
平
沢
）

稲
毛
う
め
子
（
平
沢
）
溝
口

泰
子
（
平
沢
）

▽
上
地
区
＝
飯
澤
睦
子

（
三
廻
部
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
髙
井
吉
信

（
北
矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
中
村
誠
治

（
曽
屋
）

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

こ
と
か
ら
、

人
的
被
害
を

未
然
に
防
ぐ

狙

い

も

あ

る
。戸

川
西
の

山
田
文
夫
生

産
組
合
長
は

「
７
生
産
組

合
で
取
り
組
む
こ
と
で
今
後

の
協
力
体
制
も
強
く
な
る
。

地
域
一
体
で
農
地
と
住
民
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

る
の
を
防
ぐ
防
護
ネ
ッ
ト
に

は
大
き
な
期
待
が
か
か
る
。

さ
ら
に
、
小
学
生
の
通
学
路

に
な
っ
て
い
る
周
辺
道
路
で

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
例
も
あ
る

戸
川
・
三
屋
地
区
の
７
生

産
組
合
が
４
日
、
獣
害
防
護

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た
。
約


人
が
、
害
獣
の
通
り
道
に
な

っ
て
い
る
矢
坪
沢
沿
い
を
約

１
・
３
㌔
に
わ
た
り
張
り
付

け
た
。

防
護
ネ
ッ
ト
は

年
前
に

一
度
設
置
し
た
が
、
損
傷
箇

所
が
あ
っ
た
た
め
、
新
た
に

二
重
張
り
し
、
防
除
効
果
を

高
め
た
。
組
合
員
ら
は
鉄
柱

に
手
際
良
く
ネ
ッ
ト
を
巻
き

付
け
、
接
地
部
分
に
杭
を
打

ち
込
ん
で
固
定
し
た
。

隣
接
す
る
約

㌶
の
農
地

に
、
沢
か
ら
害
獣
が
侵
入
す

た
改
革
を
実
践
し
て
い
く
。

業
者
と
の
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、
農
家
の
目
線
に
立
っ

も
上
が
っ
た
。

Ｊ
Ａ
は
、
今
後
も
認
定
農

指
導
の
プ
ロ
を
育
成
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見

農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
営

農
担
当
者
）
の
活
動
や
農
機

の
リ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
。
認
定
農
業
者
か
ら

は
「
改
革
は
し
っ
か
り
進
ん

で
い
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
一
方
で
「
新
規
就
農

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
も
っ
と

充
実
し
て
ほ
し
い
」
「
営
農

を
交
換
し
た
。

山
口
政
雄
組
合
長
ら
が
、

政
府
が
進
め
る
農
協
改
革
の

動
き
な
ど
を
解
説
し
た
他
、

Ｊ
Ａ
が
力
を
入
れ
て
い
る
販

路
の
拡
大
や
生
産
コ
ス
ト
低

減
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
１
月


日
、
本
所
で
認
定
農
業
者
と

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
な
ど
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
っ
た
。
農
家
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
Ｊ
Ａ
づ
く

り
を
一
層
進
め
る
た
め
、
昨

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
。
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
認
定
農

業
者

人
が
積
極
的
に
意
見

で
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

た
こ
と
。
Ｂ
５
判

㌻
に
、

こ
れ
ま
で
の
栽
培
体
系
や
生

産
技
術
を
支
え
た
花
き
農
家

の
功
績
な
ど
を
ま
と
め
た
。

林
さ
ん
は
「
１
０
０
年
の

歩
み
を
Ｊ
Ａ
で
多
く
の
人
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。

資
料
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
図
書

室
な
ど
に
寄
贈
し
た
。

林
さ
ん
は
県
園
芸
試
験
場

（
現
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

で

数
年
に
わ
た
り
花
き
研

究
に
従
事
。
２
０
０
１
年
か

ら
Ｊ
Ａ
の
園
芸
技
術
顧
問
と

し
て
活
躍
し
た
。
執
筆
を
決

意
し
た
の
は
、
１
９
１
７
年

に
大
阪
で
米
国
式
の
バ
ラ
生

産
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
昨
年

バ
ラ
栽
培
の

足
跡
た
ど
る

元
顧
問
の
林
さ
ん
執
筆

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
元
園
芸
技

術
顧
問
で
農
学
博
士
の
林
勇

さ
ん
が
、
日
本
の
バ
ラ
栽
培

の
軌
跡
を
つ
づ
っ
た
「
日
本

の
営
利
切
り
花
バ
ラ
生
産
１

０
０
年
」
を
執
筆
し
た
。
草

創
期
か
ら
今
に
至
る
貴
重
な

セ
ミ
ナ
ー
開
き

土
地
税
制
学
ぶ

資
産
部
会
と
税
務
研

資
産
運
用
部
会
と
税
務
研

究
会
は
３
日
、
本
所
で
資
産

管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

両
会
の
会
員

人
が
参
加

し
、
講
師
を
務
め
る
朝
日
税

理
士
法
人
の
小
竹
勝
税
理
士

か
ら
税
制
度
に
焦
点
を
当
て

た
資
産
管
理
を
学
ん
だ
。

小
竹
氏
は
「
固
定
資
産
税

と
改
正
緑
地
法
に
つ
い
て
～

土
地
に
か
か
る
税
金
の
話

～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

固
定
資
産
税
の
評
価
基
準
や

相
続
税
と
の
関
連
性
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
他
、
生
産

緑
地
法
の
改
正
点
な
ど
を
解

説
。
そ
の
上
で
、
生
産
緑
地

の
当
初
指
定
か
ら

年
を
迎

え
る
２
０
２
２
年
よ
り
前

に
、
所
有
す
る
生
産
緑
地
を

特
定
生
産
緑
地
と
し
て
継
続

す
る
か
、
解
除
し
て
土
地
活

用
す
る
か
を
検
討
す
る
こ
と

や
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

個
人
で
行
う
こ
と
な
ど
の
対

策
を
紹
介
し
た
。

「
味
里
」
の
小
泉
達
雄
代
表

が
、
作
業
工
程
や
保
存
方
法

を
説
明
。
参
加
者
は
、
５
時

間
煮
た
大
豆
と
米
こ
う
じ
を

混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
機
械

で
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
空
気

を
抜
き
な
が
ら
容
器
に
詰
め

た
。
み
そ
は
持
ち
帰
っ
て
熟

成
さ
せ
、
９
月
ご
ろ
か
ら
味

わ
え
る
予
定
だ
。

小
泉
代
表
は
、
み
そ
や
大

豆
の
豆
菓
子
、
豆
乳
な
ど
の

試
食
も
用
意
。
加
工
方
法
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
味
わ
い

方
が
で
き
る
大
豆
の
魅
力
を

伝
え
た
。

小
泉
代
表
は
「
み
そ
造
り

を
通
し
て
地
場
産
大
豆
の
味

や
品
質
の
高
さ
を
伝
え
て
い

け
れ
ば
」
と
意
欲
を
見
せ

た
。

地
場
産
大
豆
で

み
そ
造
り
体
験

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は

日
、
本
所
農
業

団
地
セ
ン
タ
ー
で
み
そ
造
り

体
験
を
開
い
た
。
市
内
外
か

ら

組

人
が
、
地
場
産
の

大
豆
「
津
久
井
在
来
」
を
使

っ
て
手
作
り
し
た
。

地
元
農
家
で
み
そ
工
房

共
有
と
新
た
な
考
え
が
生

ま
れ
、
共
に
成
長
し
て
い

け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。



や
り
が
い
は
？

仕
事
が
形
と
し
て
残

り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
目

に
触
れ
る
こ
と
で
す
。
県

立
曽
屋
高
校
の
正
門
や
名

古
木
の
駐
在
所
な
ど
た
く

さ
ん
の
も
の
を
手
掛
け
て

き
ま
し
た
。



今
後
の
展
望
は
？

健
康
第
一
で
長
く
仕
事

を
続
け
て
い
く
こ
と
で

す
。
４
年
前
の
大
雪
の
時

に
北
支
所
や
北
小
・
北
中

学
校
周
り
を
除
雪
し
た
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
自
主
的
に
動
い

て
い
き
た
い
で
す
。



心
掛
け
て
い
る
こ

と
は
？

安
全
を
優
先
す
る
こ
と

と
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事

を
す
る
こ
と
で
す
。
従
業

員
と
家
族
の
よ
う
に
接

し
、
資
格
取
得
を
支
援
し

て
い
ま
す
ま
た
お
客
さ

ま
に
良
い
も
の
を
提
供
で

き
る
よ
う
細
か
く
ニ
ー
ズ

を
聞
き
取
り
、
で
き
る
範

囲
で
要
望
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。



こ
だ
わ
り
は
？

従
業
員
や
業
者
な
ど
、

横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

す
る
こ
と
。
特
に
従
業
員

に
は
、
現
場
か
ら
戻
る
と

全
員
で
報
告
、
打
ち
合
わ

せ
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
毎

日
行
う
こ
と
で
、
意
見
の

土
木
工
事
、
外
構
工
事
な

ど
、
市
内
外
問
わ
ず
請
け

負
い
ま
す
。
私
自
身
は
管

理
が
メ
イ
ン
で
、
現
場
で

の
仕
事
は
信
頼
す
る
従
業

員
に
一
任
し
て
い
ま
す
。

る
。


仕
事
内
容
は
？

建
築
の
基
礎
工
事
か
ら

有
限
会
社
ヤ
マ
ユ
ウ
建

設
の
社
長
を
務
め
る
横
野

の
山
口
勇
さ
ん
。
約

年

前
に
父
が
営
ん
で
い
た
建

設
業
を
引
き
継
ぎ
、
１
９

８
９
年
に
会
社
を
設
立
し

た
。
現
在
は
、
３
代
目
と

な
る
長
男
や
従
業
員
と
共

に
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い

仕事は楽しみながら

№418

安
居
院
賢
治
店
長
は
「
今
後
も
出
荷

者
に
対
し
て
導
入
を
呼
び
掛
け
、
こ
の

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
出
荷
者
と
消
費
者
を
信
頼
で

つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
し
た
い
」
と
意
気
込

む
。

す
る
予
定
だ
。

堀
山
下
で
露
地
野
菜
な
ど
を
栽
培
す

る
井
上
作
造
さ
ん
は
「
書
面
で
改
め
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
安
全
へ
の
意

識
を
さ
ら
に
高
め
る
き
っ
か
け
に
な

る
」
と
話
し
た
。

同
Ｇ
Ａ
Ｐ

は
、
農
薬
の

保
管
・
管
理

や
機
械
の
安

全
な
使
用
な

ど

項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
現
在
導

入
し
て
い
る

１
３
１
人
の

バ
ー
コ
ー
ド

ラ
ベ
ル
に
は

「
Ｊ
ｉ
ｂ
ａ

－
Ｇ
Ａ
Ｐ
提

出
済
」
と
印

字
。
専
用
バ

ッ
ジ
を
帽
子

に
付
け
て
出

荷
す
る
他
、

店
内
に
周
知
看
板
を
設
置
し
て
、
来
店

者
に
に
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

１
日
に
本
所
で
開
い
た
「
Ｊ
ｉ
ｂ
ａ

－
Ｇ
Ａ
Ｐ
大
会
」
に
は
、
出
荷
者
１
６

８
人
が
参
加
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
効
果
な

ど
を
検
証
し
た
他
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
確
認
し
た
。
今
後
は
チ
ェ
ッ

ク
項
目
を
段
階
的
に
増
や
し
、
２
０
１

９
年
１
月
に
は
１
２
７
項
目
を
明
文
化

じ
ば
さ
ん
ず
は
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
「
Ｊ

ｉ
ｂ
ａ
－
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
設
定
し
、
よ
り

安
全
・
安
心
な
農
産
物
が
そ
ろ
う
店
舗

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
直
売
所

が
独
自
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
設
け
る
の
は
、
県

内
で
初
め
て
。
出
荷
者
に
同
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

守
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
己
改
革
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
農
業
者
の
所
得
増
大

に
つ
な
げ
る
。

る
食
材
の
調
達
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

伊
藤
さ
ん
は
国
の
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
、
昨
年
３
月
か
ら
取
得
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
き
た
情
報
技
術(

Ｉ

Ｔ
）
を
活
用
し
た
栽
培
管
理
や
作
業
場

の
効
率
化
衛
生
管
理
の
見
直
し
な
ど


百
数
十
項
目
に
も
わ
た
る
適
合
基
準
書

を
基
に
農
場
を
改
善
し
、
１
月
に
見
事

取
得
。
対
象
は
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な

ど

品
目
で
、
中
で
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

や
柿
と
い
っ
た
果
樹
を
含
む
青
果
物
の

認
証
は
現
在
県
内
で
伊
藤
さ
ん
だ
け

だ
。伊

藤
さ
ん
は
「
こ
の
取
り
組
み
を
若

い
農
業
者
に
活
用
し
て
も
ら
い
、
将
来

の
規
模
拡
大
や
農
産
物
の
輸
出
な
ど
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食

材
提
供
だ
。

「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
は
「
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」
の
改
訂
版
と

し
て
昨
年
８
月
か
ら
運
用
が
始
ま
り
、

今
年
末
に
も
国
際
水
準
の
認
証
と
し
て

認
め
ら
れ
る
見
通
し
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
使
用
す

Ａ
Ｐ
」
の
認
証
を
取
得
し
た
。
膨
大
な

適
合
基
準
に
対
応
す
る
農
場
管
理
を
実

現
。
目
指
す
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

北
地
区
で
「
秦
野
い
と
う
農
園
」
を

営
む
伊
藤
隆
弘
さ
ん
は
、
個
人
農
家
と

し
て
は
県
内
で
初
め
て
「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ

項
目
を
策
定
。
花
き
専
用
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

一
か
ら
作
り
上
げ
た
。
現
在
、
各
部
員

に
よ
る
共
通
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
提
出

や
、
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
巡
回
の
際
に

部
員
同
士
が
管
理
状
況
を
点
数
化
し
合

う
な
ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法
を
進
め
て
い
る


こ
う
し
た
作
物
の
安
全
性
を
示
す
関

連
書
類
を
ま
と
め
、
同
市
の
ブ
ラ
ン
ド

政
策
「
秦
野
優
良
農
産
物
等
登
録
認
証

制
度
」
を
受
け
て
い
る
の
が
、
平
沢
の

加
藤
宗
雅
さ
ん
が
栽
培
す
る
小
菊
だ
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
を
順
守
し
な
が
ら
、
鮮
度
保
持

作
用
が
あ
る
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
や
水
揚

げ
促
進
剤
を
使
用
し
、
通
常
よ
り
も
２

週
間
以
上
の
日
持
ち
効
果
を
実
現
す

る
。
加
藤
さ
ん
は
「
消
費
者
の
信
頼
を

獲
得
し
、
部
員
の
名
前
を
見
て
購
入
を

決
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
意
気
込
む
。

同
部
会
で
は
、
今
後
バ
ラ
や
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
も
優
良
農
産
物
の
認
証
を

目
指
し
て
い
く
。

の
高
さ
を
明
確
に
し
、
直
売
所
で
の
有

利
販
売
に
つ
な
げ
る
。

同
部
会
は
「
農
薬
に
関
す
る
事
項
」

な
ど
三
つ
の
必
須
項
目
に
加
え
「
品
質

の
維
持
向
上
に
関
す
る
事
項
」
な
ど


花
き
部
会
は
、
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
策

定
し
、
小
菊
を
先
行
モ
デ
ル
と
し
て
秦

野
市
が
認
め
る
優
良
農
産
物
に
ブ
ラ
ン

ド
登
録
し
て
い
る
。
花
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
全

国
的
に
も
先
進
的
な
取
り
組
み
。
品
質

今
、
農
業
に
食
の
安
全
性
や
環
境
保
全
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
は
だ
の
管
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）
を
導
入
し
、
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
い

る
。
農
作
業
中
の
事
故
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
産
者
本
人
を
守
る
指
針
と

し
て
も
重
視
さ
れ
る
。

ＧＡＰは、 
 の
略。農業で「食品安全」
「環境保全」｢労働安全｣
などの持続可能性を確保
するための生産工程管理
のこと。欧州発の厳格な
国際基準であるグローバ
ルＧＡＰ、それをアジア
や日本の環境などに合わ
せた日本発のＡＳＩＡＧ
ＡＰ、ＪＧＡＰなどがあ
る。この他、自治体やＪ
Ａ、農業者組織などが運
営するＧＡＰもある。

横
野
の
―
山
口

や

ま

ぐ

ち

勇
い
さ
む

さ
ん(

)

「
日
本
の
営
利
切
り
花
バ
ラ
生
産
１
０
０
年
」
を
執
筆
し
た
林

さ
ん

講
演
す
る
小
竹
税
理
士

会
場
に
は
島
津
さ
ん
の
艶
声
が
響
き
渡
っ
た

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
認
定
農
業
者
が

意
見
を
交
換

酪農家の指導で乳搾りにチャレンジする児童 機械で潰して容器に詰める参加者

花
き
部
会
も
独
自
に
策
定

小
菊
先
行
し
優
良
農
産
物

県
内
初
の
個
人
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ

目
標
は
五
輪
へ
食
材
提
供

独自のＪｉｂａ―ＧＡＰ

じばさんず信頼の店づくり
島
津
亜
矢
が
名
曲
熱
唱

観
劇
招
待
会
で
コ
ン
サ
ー
ト

認
定
農
業
者
と
膝
交
え

農
家
の
メ
リ
ッ
ト
追
求

７生産組合が共同で
獣害防護ネット設置学校に牧場が

やって き た
児童が酪農に挑戦

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
し
た
伊
藤
隆
弘
さ
ん
と
妻
の
小
夜
子
さ
ん

花きのＧＡＰ手法で栽培した小菊の品質
を確かめる加藤さん

ＧＡＰって何？

農業のやり方示す

防護ネットを張り付ける組合員

店内に看板を設置して来店者にＪｉｂａ―ＧＡＰをＰＲ

安
全
や
環
境
に
心
寄
せ
生
産
者
守
る

指

針

に

も

Ｊ Ａ は だ の 年(平成30年)月日(月曜日) （）第号 総　合（）
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儴
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儰
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儴
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儰
儰
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儰
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儰
儰
儰
儰
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买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
买
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买
买
买
买
买
买
买
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买
买
买
买
买
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买

丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠

た
め
、
当
Ｊ
Ａ
監
事
監
査
規

程
（
第
７
条
）
に
基
づ
き
、

「
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す

る
組
合
員
か
ら
の
情
報
（
組

合
経
営
に
関
す
る
事
象
に
限

る
）
の
提
供
受
付
窓
口
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
左
記
受

付
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

総
合
リ
ス
ク
管
理
課

☎


－
７
７
１
２

組
合
員
へ
の
お
知
ら
せ

当
Ｊ
Ａ
の
監
事
会
は
、
経

営
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

果
樹
部
会
柑
橘
部
は
１
月


日
、
本
所
選
果
場
で
果
実

品
評
会
を
開
い
た
。
審
査
の

結
果
は
次
の
通
り
。

◎
大
津
四
号
の
部
▽
優
秀

賞
＝
諸
星
進
一
（
渋
沢
）
中

村
誠
治
（
曽
屋
）
▽
優
良
賞

＝
遠
藤
金
治
（
曽
屋
）
大
木

酉
男
（
名
古
木
）
志
村
左
一

（
南
矢
名
）

◎
青
島
温
州
の
部
▽
優
秀

賞
＝
中
村
誠
治
（
曽
屋
）
志

村
博
（
南
矢
名
）
▽
優
良
賞

＝
尾
澤
健
一
（
南
矢
名
）
武

井
俊
久
（
柳
川
）
熊
澤
米
良

（
柳
川
）

形
を
基
本
と
し
た
剪
定
方
法

を
解
説
。
作
業
が
し
や
す
い

よ
う
に
低
樹
高
を
心
掛
け
る

こ
と
や
、
樹
冠
内
部
ま
で
適

度
に
日
光
が
入
る
よ
う
に
剪

定
す
る
こ
と
な
ど
、
実
演
し

な
が
ら
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
。

柑
橘
部

２
日
に
は
、
柑
橘
（
か
ん

き
つ
）
部
が
南
矢
名
と
渋
沢

の
２
カ
所
の
圃
場
で
、
講
習

会
を
開
い
た
。
同
部
の
主
力

品
種
で
あ
る
「
大
津
四
号
」

と
「
青
島
温
州
」
の
品
質
を

一
層
高
め
よ
う
と
、
部
員


人
が
参
加
し
た
。

松
下
顧
問
が
、
開
心
自
然

が
羽
根
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
で
講
習
会
を
開
催
し
、

部
員
７
人
が
参
加
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら

が
、
変
則
主
幹
形
と
芯
抜
き

開
心
自
然
形
の
特
徴
や
低
樹

高
化
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説

明
し
な
が
ら
、
作
業
を
実
演

し
た
。

大
粒
で
強
い
甘
さ
が
特
徴

の
品
種
「
ぽ
ろ
た
ん
」
の
剪

定
方
法
に
つ
い
て
も
解
説
し

た
。

果
樹
部
会
の
部
員
は
、
果

実
の
品
質
向
上
に
向
け
、
剪

定
（
せ
ん
て
い
）
技
術
の
習

得
に
励
ん
で
い
る
。
県
農
業

技
術
セ
ン
タ
ー
職
員
や
Ｊ
Ａ

営
農
課
の
松
下
一
興
園
芸
技

術
顧
問
を
講
師
に
、
講
習
会

を
開
催
。
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
作
業
を
進
め
る
。

く
り
部

１
月

日
に
は
、
く
り
部

費
な
ど
高
騰
す
る
経
費
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
高

橋
市
長
は
「
秦
野

を
代
表
す
る
農
産

物
と
し
て
花
き
生

産
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し

た
。贈

っ
た
花
束
は

市
長
室
の
他
、
本

庁
舎
ロ
ビ
ー
に
も

展
示
し
て
多
く
の

市
民
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。

ョ
ン
と
バ
ラ
の
花
束
。
会
談

で
は
、
ハ
ウ
ス
の
暖
房
燃
料

花
き
部
会
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
部
と
バ
ラ
部
は

日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
高
橋
昌
和
新

市
長
に
花
束
を
贈
っ
た
。
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
の
小
野
孝

允
部
長
と

田
雅
洋
副
部

長
、
バ
ラ
部
の
伊
藤
伸
一
部

長
と
北
村
進
会
計
が
訪
問
。

市
か
ら
の
日
頃
の
支
援
に
対

す
る
感
謝
を
伝
え
、
秦
野
の

花
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
に
向

け
て
継
続
的
な
協
力
を
要
請

し
た
。

贈
っ
た
の
は
、
部
員
が
丹

精
し
て
育
て
た
カ
ー
ネ
ー
シ

＝
今
井
勲
（
羽
根
）
▽
銅
賞

＝
小
野
孝
允
（
千
村
）
藤
間

孝
男
（
千
村
）

◎
バ
ラ
の
部
▽
銅
賞
＝
石

田
勝
博
（
曽
屋
）

◎
一
般
鉢
物
の
部
▽
銀
賞

２
点
・
日
本
花
き
卸
売
市
場

協
会
首
都
圏
支
所
長
賞
、
銅

賞
＝
高
橋
洋
平
（
大
秦
町
）

審
査
の
結
果
は
次
の
通

り
。◎

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
部

▽
銀
賞
４
席
・
関
東
地
域
花

き
普
及
振
興
協
議
会
会
長
賞

が
会
場
へ
花
を
搬
入
。
審
査

規
格
を
確
認
し
な
が
ら
見
栄

え
良
く
仕
立
て
上
げ
て
展
示

し
、
品
質
と
商
品
性
を
競
い

合
っ
た
。

展
覧
会
は
、
関
東
東
海
地

域
の
１
都

県
の
生
産
者
が

出
品
す
る
も
の
。
会
場
に
は

切
り
花
や
鉢
物
、
枝
物
な
ど

約
２
０
０
０
点
が
並
ん
だ
。

１
月

日
に
は
、
部
会
員

定
価
１
０
８
０
円
（
税
込

み
）

お
い
し
く
食
べ
る
！

か
ら
だ
に
効
く
！

マ

ン

ガ

で

わ

か

る

は
じ
め
て
の
和
食
薬
膳

武

鈴
子
著

難
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
〝
薬

膳
〟
を
マ
ン
ガ
で
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
入
門
書
。
気

に
な
る
症
状
に
効
果
的
な
食

材
と
レ
シ
ピ
、
和
食
薬
膳
を

毎
日
の
食
卓
に
手
軽
に
取
り

入
れ
る
ア
イ
デ
ア
満
載
。

定
価
１
４
０
４
円
（
税
込

み
）

は
、
マ
フ
ィ
ン
の
〝
あ
た
ら

し
い
〟
魅
力
が
満
載
で
す
。

定
価
１
５
１
２
円
（
税
込

み
）作

り
お
き
な
し
！

朝
10
分
！

考
え
な
い
お
弁
当

重
信
初
江

著

毎
日
お
弁
当
の
献
立
を
考

え
る
必
要
な
し
、
作
り
お
き

も
必
要
な
し
！

時
間
を
か

け
ず
に
お
弁
当
を
作
り
た
い

人
は
必
見
！

旬
の
素
材
を

使
う
の
で
飽
き
ず
に
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
、
画
期
的
な

お
弁
当
レ
シ
ピ
。
時
短
の
段

取
り
も
詳
し
く
掲
載
。

あ
た
ら
し
い
マ
フ
ィ
ン

田
中
博
子

長
田

佳
子

原
亜
樹
子

今
井
洋
子
他
共
著

手
軽
に
作
れ
て
、
素
材
合

わ
せ
は
も
ち
ろ
ん
、
見
た

目
、
仕
上
げ
方
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
が
広
が
る
マ

フ
ィ
ン
。
人
気
の
６
人
の
作

り
手
に
よ
る
斬
新
で
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

品

▽
職
能
給
取
扱
内
規
の
廃

止
に
つ
い
て

▽
２
０
１
８
年
度
余
裕
金

運
用
方
針
に
つ
い
て

▽
２
０
１
８
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
額
の
設
定
に
つ

い
て▽

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
企
業

等
と
の
連
携
・
協
働
に
係
る

方
針
の
決
定
に
つ
い
て

▽
２
０
１
７
年
度
決
算
方

針
（
案
）
に
つ
い
て

▽
第

回
通
常
総
会
に
お

け
る
表
彰
・
感
謝
状
の
内
申

基
準
に
つ
い
て

▽
２
０
１
７
年
度
期
末
賞

与
の
支
給
に
つ
い
て

▽
給
与
規
程
の
変
更
に
つ

い
て▽

新
賃
金
制
度
導
入
に
伴

う
基
本
給
移
行
措
置
内
規
の

設
定
に
つ
い
て

２
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
１
８
年
度
事
業
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

▽
２
０
１
８
年
度
内
部
監

査
計
画
に
つ
い
て

▽
農
業
機
械
利
用
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

▽
２
０
１
８
年
度
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て

き
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－
８

３
９
４

な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
。

推
奨
型
式
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ

の
農
機
セ
ン
タ
ー
で
購
入
で

な
ど
を
品
定
め
。
ス
タ
ッ
フ

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
機
械

の
性
能
や
特
徴
を
確
認
し

た
。Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川

は
、
生
産
資
材
価
格
低
減
策

の
一
環
と
し
て
取
り
そ
ろ
え

て
い
る
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神

奈
川
推
奨
型
式
」
の
紹
介
コ

ー
ナ
ー
を
会
場
入
り
口
に
設

置
。
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携

し
て
通
常
価
格
よ
り
５
～


％
程
度
値
引
き
し
て
い
る
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
刈
り
払
い
機

平
塚
市
で
農
機

展

示

予

約

会

推
奨
型
式
コ
ー
ナ
ー
も

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
神
奈
川
と

農
機
指
導
員
協
議
会
は
２
、

３
の
両
日
、
平
塚
市
田
村
の

Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
で
農
業

機
械
展
示
予
約
会
を
開
い

た
。
Ｊ
Ａ
は
だ
の
管
内
か
ら

は
１
６
９
人
が
来
場
し
た
。

来
場
者
は
、
会
場
に
並
ん

だ
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ー
カ
ー
の

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン

病
は
連
作
に
よ
り
発
生
す
る

の
で
、
圃
場
を
変
え
る
か
、

麦
類
・
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
、

ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
）
と

輪
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。

４

播
種


㌃
当
た
り
む
き
実
で
４

～
５
㌔
を
用
意
し
、
５
月
中

旬
か
ら
播
種
を
開
始
し
ま

す
。
栽
植
密
度
は
、
普
通
栽

培
で
は
畦
幅

㌢
、
株
間


㌢
、
マ
ル
チ
栽
培
の
ベ
ッ
ド

は
「
改
良
半
立
」
で
幅


㌢
、
株
間

㌢
、
「
郷
の

香
」
で
幅

㌢
、
株
間

㌢

を
基
準
と
し
ま
す
。
播
種
の

深
さ
は
、
３
～
４
㌢
と
し
ま

す
。
鳥
害
対
策
と
し
て
、
種

子
塗
布
用
の
忌
避
剤
や
不
織

布
を
ベ
タ
が
け
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

（

本
）

の
目
安
は
、
窒
素
：
リ
ン
酸

：
カ
リ
＝
２
・
４
、
５
・

６
、
８
・
０
㌔
／

㌃
で

す
。堆

肥
を
施
用
す
る
場
合

は
、
播
種
（
は
し
ゅ
）
の
１

カ
月
前
ま
で
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
未
熟
堆
肥
な
ど
の
有

機
物
施
用
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
類

の
幼
虫
被
害
を
増
加
さ
せ
る

の
で
、
完
熟
し
た
堆
肥
を
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

土
壌
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成

分
が
少
な
い
と
空
莢
が
増
え

ま
す
の
で
、
基
肥
に
は
必
ず

石
灰
資
材
を
施
用
し
て
く
だ

さ
い
。

３

病
害
虫
の
防
除
に
つ

い
てコ

ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
防

除
と
し
て
、
播
種
前
に
薬
剤

を
土
壌
混
和
す
る
か
、
播
溝

に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
白
絹

莢
で
、
若
干
黄
色
を
帯
び
て

白
く
、
適
度
な
「
く
び
れ
」

が
あ
る
も
の
が
適
し
て
い
ま

す
。
莢
を
む
い
た
ら
６
㍉
目

の
ふ
る
い
を
通
し
、
種
皮
は

赤
み
が
か
っ
て
光
沢
が
良
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
種

皮
が
む
け
た
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
病
気
に
か
か
り
や
す

い
の
で
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。２

栽
培
土
壌
に
つ
い
て

落
花
生
は
干
ば
つ
に
強
い

で
す
が
、
湿
害
に
は
弱
い
た

め
、
排
水
が
良
い
圃
場
（
ほ

じ
ょ
う
）
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
土
壌
の
ｐ
Ｈ
を
５
～
６

程
度
に
す
る
た
め
、
資
材
を

施
用
し
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
生
育
に
は
窒
素
成
分
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
土

壌
診
断
に
基
づ
い
て
基
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
基
肥

落
花
生
の
播
種

に

当

た
っ
て

１

種
子
の
準
備
な
ど

２
～
３
月
に
莢
（
さ
や
）

を
む
い
て
種
子
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
種
子
用
の
莢
は
網

目
が
明
確
で
完
熟
し
た
２
粒

販
売
し
ま
す
。
お
得
な
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

期
間
中
は
「
ラ
ウ
ン
ド
ア

ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
」

や
「
バ
ス
タ
液
剤
」
な
ど
の

人
気
の
高
い
除
草
剤
の
他
、

マ
ス
ク
な
ど
も
特
別
価
格
で

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は

３
月
４
日
（
日
）
～

日

（
火
）
、
除
草
剤
の
割
引
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

軒
氷
柱
子
供
の
こ
え
の
光
出
す

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

二
月
は
や
木
々
の
こ
ゑ
き
く
峡
の
里

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

進
級
の
ペ
ダ
ル
に
力
春
隣

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

受
験
子
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
干
せ
り

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

必
勝
を
絵
馬
に
大
書
の
受
験
生

森
高

由
子
（
渋

沢
）

童
顔
に
意
地
を
隠
し
た
受
験
生

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

受
験
子
や
気
分
転
換
倒
立
す吉

田

清
美
（
渋

沢
）

肩
で
押
す
回
転
ド
ア
や
虎
落
笛

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

や
る
こ
と
は
や
り
尽
し
た
る
受
験
の
子

志
賀

明
子
（
千

村
）

持
ち
寄
り
の
話
に
和
む
春
の
膳

芦
川

松
江
（
八

沢
）

残
月
の
白
梅
を
照
る
薄
明
か
り

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

受
験
す
み
帰
路
を
浮
く
顔
し
ず
む
か
お

酒
井

紗
恵
（
桜

町
）

椚
道
往
く
人
稀
や
三
椏
の
花

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

拉
致
さ
れ
し
我
が
子
に
会
え
ず
逝
く
母
の

ニ
ュ
ー
ス
に
絶
句
無
念
極
ま
る

久
保
田

浩
（
寺

山
）

評

よ
く
わ
か
る
歌
で
あ
る
が
、
下
の
句
は
思
い
の

表
出
が
過
剰
で
は
な
い
か
。
抑
制
す
る
こ
と
で

伝
わ
る
気
持
ち
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

出
会
い
た
る
モ
ッ
プ
の
よ
う
な
犬
な
り
き

撫
で
や
れ
ば
両
耳
ゆ
さ
ゆ
さ
揺
ら
す

今
井

か
め
（
羽

根
）

お
年
寄
り
青
信
号
で
停
車
し
て

追
い
越
す
我
に
何
か
聞
き
た
げ

細
田

富
士
（
千

村
）

ヒ
ー
ロ
ー
は
保
育
園
の
子
ら
な
ら
ん

小
さ
な
公
園
を
縦
横
に
遊
ぶ八

木

実
（
鶴
巻
北
）

初
午
と
な
り
て
日
差
し
の
強
ま
り
て

庭
の
金
柑
着
色
進
む

伊
東

久
（
渋

沢
）

非
業
な
り
し
一
期
悼
む
か
塚
覆
う

寒
樹
に
虎
落
笛
と
な
り
て
風
泣
く

選
者

■材料（４人分）■

レンコン300㌘、ゴボ

ウ１本、ニンジン中１

本、塩少々、しょうゆ

小さじ２、Ａ（白すり

ごま大さじ１、おろし

ニンニク少々、マヨネーズ大さじ５）

〈作り方〉

①レンコンは皮をむいて厚さ５㍉のいちょう切

りにする。ゴボウはよく洗って厚さ３㍉の斜

め切りにする。ニンジンは皮をむいて短冊切

りにする。

②沸騰したお湯に塩を加えて①を入れ、あくを

取りながら５分ほどゆでる。ゆで上がったら

水にさらし、ざるに上げて水気を切る。

③ボウルに②を入れてしょうゆを加え、混ぜ合

わせたＡとあえたら完成。

〈ひとことアドバイス〉

旬のレンコンとゴボウを使った、ゆでてあえ

るだけの簡単な料理です。ニンニクや調味料な

どはお好みで調整してください。

レンコンとゴボウとニンジンのあえ物レンコンとゴボウとニンジンのあえ物
上支部 柳川久所班 熊沢美子

税務相談日 ３月日（月）
午前９時分～

法務相談日 ３月日（火）
午後１時分～

場所 ㈱協同コンサルトはだの
☎－2329

・予約制となっていますので、事前にお電話にて

ご予約をお願いします。

・受け付け順に相談時間が決まります。

結婚相談日

３月日（土）

時間 午前９時～正午

場所 ＪＡはだの本所

農業団地センター１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

日
本
最
大
級
の
花
の
祭
典
「
第

回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
」
が
２
～
４
日
、
東

京
・
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。
花
き
部
会
が
出
品
し

た

点
の
う
ち
、
７
点
が
入
賞
し
た
。

秦野の花が

続々と入賞

秦野の花が

続々と入賞
７
点
入
賞

品
質
と
商
品
性
競
う

新
市
長
に
花
束
贈
呈

日
頃
の
支
援
に
感
謝

継
続
的
支
援
要
請

第67回関東東海花の展覧会

出品に向けてカーネーションを仕立てる部会員

高橋市長㊥に花束を贈る部員

松
下
顧
問
㊨
か
ら
剪
定
方

法
を
学
ぶ
部
員

同
セ
ン
タ
ー
職
員
㊧
が
剪
定
箇
所
を
解
説

推奨型式の紹介コーナー 農機の説明を受ける組合員

くり部
柑橘部

果
実
の
品
質
向
上
を

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
技
術
学
ぶ

特
別
価
格
で
販
売
す
る
人
気
の
除
草
剤

３月４日
～ 13 日

除
草
剤
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
頑
張
る
農
家
を
応
援

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(平成30年)月日(月曜日) 年(平成30年)月日(月曜日) （）
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じ
を
仕
込
み
、
３
日
目
に
や

わ
ら
か
く
煮
た
大
豆
な
ど
と

一
緒
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
機

械
で
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
。

専
用
の
容
器
に
１
人

㌔
ず

つ
詰
め
て
作
業
終
了
。
そ
の

後
、
各
自
持
ち
帰
り
、
食
べ

ご
ろ
に
な
る
ま
で
熟
成
さ
せ

る
。宮

村
菊
江
支
部
長
は
「
み

そ
造
り
は
部
員
同
士
の
交
流

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
食
卓

で
の
話
題
に
も
な
る
の
で
や

っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

た
。

大根支部

み
そ
造
り

大
根
支
部
の
部
員


人
が
１
月

～


日
の
３
日
間
、
本
所

で
み
そ
造
り
に
励
ん
だ
。

最
初
の
２
日
間
で
米
こ
う

儴儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

◎
料
金


㌃
当
た
り
、

１
回
１
万
円
。
２
回
の
場
合

は
１
万
５
０
０
０
円
。
※
耕

地
の
地
形
に
よ
っ
て
割
増
料

金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
注
意
事
項

耕
う
ん
は

通
常
の
耕
地
（
畑
・
水
田
）

に
限
り
ま
す
の
で
、
作
業
に

適
さ
な
い
圃
場
（
ほ
じ
ょ

う
）
な
ど
は
耕
う
ん
を
引
き

受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
作
業
中
に
機

械
が
破
損
し
た
場
合
は
、
賃

耕
料
と
は
別
に
修
理
代
を
実

費
徴
収
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近

く
の
各
支
所
・
支
店
、
ま
た

は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－
７

８
０
０

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
う
ん
は

プ

ロ

に

お

任

せ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
農
地
の
有

効
活
用
や
荒
廃
地
解
消
、
農

作
業
の
省
力
化
を
図
る
た

め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
う
ん
の

農
家
へ
の
委
託
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
農
繁
期
に
向
け

て
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
開
室
日

月
～
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

◎
開
室
時
間

午
前
８
時


分
～
午
後
５
時

◎
貸
し
出
し
・
返
却

図

書
室
に
あ
る
専
用
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け

の
簡
単
な
手
続
き
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４

こ
の
内
７
区
画
（
１
区
画
１

０
０
平
方
㍍
）
※
小
規
模
な

ど
へ
の
区
画
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

◎
利
用
料

年
間
６
０
０

０
円
（
１
０
０
平
方
㍍
当
た

り
）
※
面
積
に
応
じ
て
割
引

が
あ
り
ま
す
。

大
根
地
区
の
農
園
の
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
大
根
支

所
・
古
谷
（
☎

－
１
６
６

０
）
ま
で
、
上
地
区
の
農
園

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

上
支
所
・
髙
橋
（
☎

－
０

０
０
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

鶴
巻
支
店
の
貸
金
庫

利

用

者

募

集

鶴
巻
支
店
で
は
、
貸
金
庫

の
利
用
者
を
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。
通
帳
や
印
鑑
な

ど
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
も
の

を
耐
火
性
の
安
全
・
安
心
な

設
備
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

◎
年
間
利
用
料

１
万
２

０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

◎
営
業
時
間

午
前
８
時


分
～
午
後
４
時
（
平
日
）

お
問
い
合
わ
せ
は
鶴
巻
支

店
ま
で
。
☎

－
０
８
４
０

図
書
室
の
ご
案
内

本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

３
階
の
図
書
室
に
は
農
業
を

は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
健
康
な
ど
、
生
活
に

役
立
つ
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
５

０
０
０
冊
以
上
並
ん
で
い
ま

す
。
家
の
光
協
会
出
版
の
新

刊
図
書
の
閲
覧
も
で
き
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
室

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
貸
出
日
数

２
週
間
、

１
人
３
冊
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
は

だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

☎

－
７
２
１
０

さ
わ
や
か
農
園

利

用

者

募

集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
、
荒
廃
農

地
対
策
の
一
環
と
し
て
設
け

て
い
る
「
さ
わ
や
か
農
園
」

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
区
画
が
埋
ま
り
次
第
終

了
と
な
り
ま
す
。

◎
場
所
・
面
積

▽
大
根
地
区

南
矢
名
２

３
６
０
番
こ
の
内
６
区
画

（
１
区
画
１
０
０
平
方
㍍)



下
大
槻
１
４
８
４
番
２
こ
の

内
２
区
画
（
１
区
画

平
方

㍍
、
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍
）
▽
上
地
区

八
沢
１
５

８
番
地
１
、
八
沢
１
５
９
番

地
１
、
八
沢
１
７
０
番
地
１

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

※
時
間
・
勤
務
日
は
応
相

談
◎
待
遇

制
服
貸
与
、
交

通
費
規
定
支
給

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◎
資
格

要
普
通
免
許
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

方
、
実
務
経
験
の
有
る
方
な

お
可
、
介
護
保
険
認
定
調
査

が
で
き
る
方
な
お
可

◎
時
給

１
５
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
５
時
（
休
憩
１
時

間
）◎

勤
務

週
３
日
以
上

（
月
に
１
回
土
曜
出
勤
有

り
、
日
・
祝
日
は
休
み
）

◎
待
遇

交
通
費
規
定
支

給
、
社
会
保
険
加
入
（
週
４

日
以
上
勤
務
の
方
）

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

７ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
不
問
。

働
き
や
す
い
職
場
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

◎
業
務
内
容

訪
問
介
護

◎
資
格

介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
）
、
介
護
福

祉
士
、
要
普
通
免
許

◎
時
給

１
２
０
０
円

（
土
日
祝
の
加
給
有
り
）

※
採
用
３
カ
月
ま
で
は
時

給
１
０
０
０
円

い
た
だ
け
る
方
は
、
２
月


日
（
水
）
ま
で
に
じ
ば
さ
ん

ず
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎


－
７
７
０
７

農

産

加

工

品

相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時

３
月

日(

水)

午
前

時

分
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
講
義
・
実
演
。
午
後

は
、
個
別
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

せ
、
店
内
に
飾
る
つ
る
し
び

な
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力

す
よ
う
に
指
示
す
る
手
口
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
「
お
か
し
い

な
」
と
思
っ
た
時
は
、
１
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
警
察
ま
た

は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

じ

ば

さ

ん

ず

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
営
業
時
間
と
定
休
日
に

つ
い
て

２
月

日
（
水
）
は
決
算

の
た
め
、
営
業
時
間
を
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
に

変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０

１
８
年
３
月
か
ら
毎
月
第
２

火
曜
日
が
定
休
日
と
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
つ
る
し
び
な
募
集

３
月
の
桃
の
節
句
に
合
わ

税･

法
務
相
続
相
談
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
は
だ
の
が
実
施
し
て

い
る
税
・
法
務
、
相
続
相
談

に
つ
い
て
、
現
在
、
組
織
教

育
課
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
２
０
１
８
年
３

月
１
日
（
木
）
か
ら
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
ご
相
談
の
際

は
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
㈱
協
同

コ
ン
サ
ル
ト
は
だ
の
ま
で
。

☎

－
２
３
２
９

詐
欺
に
ご
注
意
を

近
隣
Ｊ
Ａ
で
は
、
百
貨
店

や
全
国
銀
行
協
会
の
職
員
を

名
乗
っ
た
詐
欺
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
言
葉
巧
み
に
暗
証

番
号
を
聞
き
出
し
、
訪
問
者

へ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡

の
増
田
良
子
さ
ん
は
「
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
く
作
業
が
で

き
た
。
収
穫
が
楽
し
み
」
と

話
し
た
。

日
に
、
各
支
所
で
シ
イ
タ
ケ

の
ほ
だ
木
作
り
を
し
た
。

部
員
は
、
長
さ
約
１
㍍
の

原
木
に
電
動
ド
リ
ル
を
使
っ

て

～

カ
所
に
穴
を
開

け
、
木
づ
ち
で
シ
イ
タ
ケ
菌

を
打
ち
込
ん
だ
。
各
支
部
合

わ
せ
て
３
７
７
本
の
ほ
だ
木

が
完
成
。
各
自
で
持
ち
帰

り
、
雨
水
が
当
た
る
場
所
で

管
理
し
な

が
ら
、
早

け
れ
ば
１

年
～
１
年

半
で
収
穫

が

で

き

る
。上

支
部

大 根 ･ 南
北･上支部

シ
イ
タ
ケ
ほ

だ
木
作
り

大
根
・
北
支

部
は
８
日
、
南

・
上
支
部
は
９

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰

東支部

ふ
る
さ
と
料
理
教
室

東
支
部
は
１
月


日
、
東
公
民
館
で
市

立
東
幼
稚
園
の
園
児

の
母
親
を
対
象
に
「
ふ
る
さ

と
料
理
教
室
」
を
開
い
た
。

参
加
者
ら

人
が
、
そ
ば
打

ち
を
体
験
し
た
。

部
員
は
、
そ
ば
粉
に
水
を

少
し
ず
つ
加
え
、
乾
燥
し
な

い
よ
う
に
手
早
く
こ
ね
る
よ

う
指
導
。
参
加
者
は
、
生
地

の
固
さ
や
包
丁
の
使
い
方
な

ど
を
教
わ
り
な
が
ら
作
業
を

進
め
た
。
そ
の
後
、
部
員
手

作
り
の
地
場
産
野
菜
を
使
っ

た
か
き
揚
げ
や
漬
物
な
ど
と

一
緒
に
そ
ば
を
味
わ
い
、
食

農
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
た
。

儔儐儐儐儐儐儐儐

儔
儐
儐
儐

儔儐儐儐儐儐儐儐

儔
儐
儐
儐

た
。熊

澤
部
長
は
「
元
気
な
姿

に
私
た
ち
も
励
ま
さ
れ
る
。

今
後
も
高
齢
者
の
健
や
か
な

生
活
を
支
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

人
形
を
購
入
。
会
話
や
遊
び

が
で
き
、
利
用
者
の
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
る
。
熊
澤
淳

子
部
長
と
桐
山
容
子
、
宮
村

菊
江
両
副
部
長
が
、
利
用
者

に
「
か
わ
い
が
っ
て
ね
」
と

声
を
掛
け
な
が
ら
手
渡
し

り
歌
っ
た
り
す
る
高
齢
者
向

け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
空

間
づ
く
り
に
協
力
し
て
い

る
。同

部
は
、
昨
年

月
の
農

業
ま
つ
り
で
開
い
た
バ
ザ
ー

の
収
益
の
一
部
で
、
話
し
た

女
性
部
は
１
月

日
、
Ｊ

Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
だ
の
を
訪
れ
、
福
祉
用
具

を
贈
っ
た
。
高
齢
者
福
祉
活

動
の
一
環
で
、
同
施
設
へ
の

寄
贈
は
今
年
で
７
回
目
。
利

ら
８
人
が
来
訪
。
女
性
部
が

協
力
し
、
太
巻
き
ず
し
の
作

り
方
な
ど
を
教
え
た
。

１
日
目
は
、
厚
焼
き
卵
で

巻
い
た
卵
巻
き
と
、
日
本
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
断
面
が
梅
の

花
の
模
様
と
な
る
太
巻
き
の

作
り
方
を
指
導
。
巻
き
方
や

切
り
方
の
こ
つ
を
説
明
し
な

が
ら
調
理
を
進
め
た
。
材
料

に
は
地
場
産
を
使
用
し
、
地

産
地
消
を
広
め
る
取
り
組
み

も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

２
日
目
は
、
『
家
の
光
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
さ
っ
と
カ

ブ
リ
ー
ナ
」
の
作
り
方
を
伝

授
。
１
工
程
ず
つ
手
本
を
見

せ
、
折
り
目
や
縫
う
位
置
を

確
認
し
な
が
ら
一
緒
に
作
業

し
た
。

通
し
た
取
り
組
み
を
学
ぼ
う

と
ブ
ラ
ジ
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
３
カ
国
か

南
米
の
日
系
人
団
体
婦
人
部

の
視
察
を
受
け
入
れ
た
。
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
食
を

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
１
月

、


の
両
日
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
主
催
す
る

私
の
班
は
、
東
地
区
の
落
合
に
あ
り
ま
す
。
現
在

は

～

代
の
３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は

月
に
１
回
共
同
購
入
の
ち
ら
し
を

回
覧
す
る
こ
と
で
す

班
員
は
皆
、
農
業
に
携
わ
っ

て
い
る
の
で
、
会
う
と
自
然
に
農
作
物
の
話
題
に
な

り
ま
す
。
昨
年
は
鳥
獣
被
害
が
大
変
で
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
会
や
ボ
ル
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
お

料
理
教
室
な
ど
、
都
合
の
付
く
範
囲
で
参
加
し
て
皆

さ
ん
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の
生
活

に
も
活
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

班
員
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と

仲
良
く
協
力
し
な
が
ら
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東支部

東落合第一班長

井上
い の う え

和代
か ず よ

さん

６日（火）10：00～女性部総会打ち合わせ

〃 13：30～女性部本部役員会

13日（火）９：30～女性部支部役員会（東）

〃 13：30～女性部支部役員会(大根･北･上)

15日（木）９：30～女性部支部役員会（南・西）

〃 13：30～女性部支部役員会（本町）

22日（木）10：00～歩こう会代表者会議

29日（木）13：00～第50回女性部総会およびＪＡはだ

の家の光大会

３月の女性部行事予定表３月の女性部行事予定表

ます。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜やレシピを紹介しま

す。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「お肉の日」毎週木曜日

店頭価格から５％引き。

※準備の都合上、計画のイベン

トが変更になることがありま

す。ご了承ください。

【３月のイベント】

☆「ユースマルシェ祭り」３日

（土）

青年部員がブロッコリーやヤ

ーコンなどを対面販売しま

す。ひなまつり関連の模擬店

も並びますよ。

☆「長野物産フェア」日

(土)、日(日)

長野産の農産物や加工品を販

売します。

☆「国産加工豚の日」日

(土)、日(土)

㈱フリーデンが国産豚の加工

品を販売します。

☆「おすすめ品」日(土)、

日(日)

おすすめの乾物などを販売し

ます。

☆「果物フェア」日(土)、

日(日)

秦野産イチゴなどを販売しま

す。

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。

※「みくるべたまご」は除き

出荷品目
バラを中心

に、ハクサイや

ニンニク、梅干しなどを出荷

赤やピンク、オレンジなど

色とりどりのバラを出荷して

います。新鮮で日持ちのする

花をお客さまにお届けできる

ように心を込めて育てていま

す。花束やフラワーアレンジ

の宅配も行っていますので、

どうぞご利用ください。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰

柳川の 和田
わ だ

さかえ

動
会
な
ど
の
行
事
を
、
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
名
乗
り
を
上

げ
た
一
般
部
員
が
担
当
。
自

分
の
特
技
や
経
験
を
生
か

し
、
運
営
に
携
わ
る
機
会
が

増
え
た
こ
と
で
積
極
的
な
活

動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
活
性
化

を
背
景
に
「
仲
間
と
交
流
す

る
楽
し
さ
」
や
「
趣
味
を
通

じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
」
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
未
加
入
者
に

呼
び
掛
け
て
き
た
。

同
部
は
、
今
後
も
日
本
一

の
女
性
部
を
目
指
し
、
多
く

の
部
員
が
活
躍
で
き
る
魅
力

あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い

く
。

１
人
の
加
入
率
を
維
持
。
県

内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水

準
だ
。

活
動
を
盛
り
上
げ
る
要
因

の
一
つ
に
、
昨
年
始
動
し
た

「
女
性
部
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
本

部
役
員
が
運
営
し
て
き
た
運

部
員
の
減
少
は
全
国
的
な

共
通
課
題
で
、
同
部
で
も
１

９
７
０
年
代
に
３
０
０
０
人

を
超
す
部
員
数
を
誇
っ
た

が
、
以
降
は
徐
々
に
減
少
に

転
じ
た
。

そ
れ
で
も
現
在
、
女
性
組

合
員
割
に
す
る
と
約
５
人
に

女
性
部
の
加
入
人
数
が
、
今
年
度
で
１
０
０
０
人

を
達
成
し
、
３
年
ぶ
り
に
４
桁
の
大
台
に
乗
っ
た
。

部
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
参
加
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
に
着
手
し
、
積
極
的
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
こ

と
が
奏
功
。
約

％
の
増
加
率
で
、
部
員
数
が
回
復

の
兆
し
を
見
せ
た
。 渋

沢
の
峠
地
区
の
地
域
住

民
は
毎
月

日
、
峠
多
目
的

セ
ン
タ
ー
で
念
仏
講
を
開
い

て
い
る
。
地
域
の
女
性
約


人
が
念
仏
を
唱
え
、
持
ち
寄

っ
た
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら

親
睦
を
深
め
て
い
る
。

念
仏
講
は
、
先
祖
の
供
養

や
家
内
安
全
を
願
っ
て
念
仏

を
唱
え
る
も
の
で
、
同
地
区

で
１
４
０
年
以
上
続
い
て
い

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
、
地
区
の
歴
史
な
ど
を

伝
え
る
「
お
は
な
し
会
」
も

同
時
に
実
施
。
地
域
や
家
庭

の
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
る
。

秦
野
の
伝
統
食
伝
授

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
視
察
受
け
入
れ


人
達
す

３
年
ぶ
り
に

人
達
す

３
年
ぶ
り
に

人
達
す

｢

参
加
し
や
す
さ｣

前
面
に

サポーター制度が奏功

活動生き生き部員増活動生き生き部員増
進む女性活躍の場

生地の伸ばし方を指導する部員㊨

巻きずしの巻き方を教える部員㊧

念仏講で親睦深める
峠地区の地域住民

元
気
に
長
生
き
し
て
ね

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
福
祉
用
具
贈
る

利用者に人形を手渡す熊澤部長㊧

ド
リ
ル
で
開
け
た
穴
に
シ
イ

タ
ケ
菌
を
入
れ
た

大豆などを機械で潰す部員

（） 年(平成30年)月日(月曜日) 年(平成30年)月日(月曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


